































[1976] ）は、1970年代を「社会化の時代（the period of socialization）」とし
て位置づけている。アメリカの産業界においては、50年代を通じて、顧客志向





























　1962年に、生物学者のレイチェル・カールソン（Carson, R. L.）は、Silent 
Spring（沈黙の春）を著し、農薬による自然環境汚染を警告した。また、同年、
ケネディ大統領は議会への特別教書「コンシューマー・ドクトリン」のなか
で、①安全である権利（the right to safety）、②知らされる権利（the right 
to be informed）、③選択する権利（the right to choose）、④意見を反映させ
る権利（the right to be heard）からなる「４つの消費者の権利」を宣言した。
また、1965年には、弁護士のラルフ・ネイダー（Nader, R.）が、Unsafe at 




































































Marketing: An Approach to Planned Social Change」というタイトルの論文

















































































































































































































































































































































































































































































































３）コトラーらのマーケティング概念拡張論に対してLuck [1969] は、「Broadening the 




















































（nepia 千のトイレプロジェクト）、エイボン・プロダクツ（エイボン ピンクリボン キャ
ンペーン）、サカタのタネ（虹色スミレ 骨髄バンク支援キャンペーン）、ダノンウォー
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